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１ 趣旨  

アントロポゾフィー医学は、20世紀初頭にルドルフ・シュタイナー博士によって始めら
れたアントロポゾフィー（人智学）の考え方を基に、イタ・ベーグマン医師の協力を得て
創始されました。その後ヨーロッパで発達したこの医学は、現在では世界中に広がって
います。人間を体、魂、精神をもつ霊的な存在であるとの観点に立ち、自然科学的な考
え方と精神科学的な考え方を統合し、単に肉体だけでなく、心魂や精神を持つ存在とし
ての人間を総合的にみて、従来の医療をさらに拡張した形で医療を提供しようとするも
のです。そして、アントロポゾフィー看護は、このアントロポゾフィー医学を基にし、よ
り広い観点から病を持つ人を看て、その人を深く理解し、その人の持つ治癒力を最大限
に高めるための看護を目指しています。 

当会は、日本において初めて開催された国際アントロポゾフィー医学ゼミナール（2004
年～2007 年）に参加した看護師達により、人間の尊厳を尊重しあえる実践的な看護を創
り出していきたいという強い意志をもって、アントロポゾフィー看護を学ぶ看護職の会が
2008 年に任意団体として発足しました。会は、スイスに本部を置くゲーテアヌム精神科
学自由大学医学部門であるアントロポゾフィー看護国際会議（ICANA）および国際協議会
（IFAN）に団体として属しています。会の事業内容としては、アントロポゾフィー看護に
関心を持つ看護師達に向けて、国際アントロポゾフィー看護ゼミナール（スイスのゲーテ
アヌム精神科学自由大学医学部門のアントロポゾフィー看護の質に関する認定機関 QAN
に於いて正式に認定された４年間のコースで、海外から講師を招いて開催し、現在第 3期
生が学んでいます）を主催し、アントロポゾフィー看護師を育成しています。また、アント
ロポゾフィー医療や看護に関する公開講座 ・会員対象のための勉強会・一般の方達へのア
ントロポゾフィー看護の紹介 ・自宅でできるセルフケアのための講習会・アントロポゾフ
ィー看護ケアの体験会、そして、震災で被災された方々に対し支援を行ってきています。
また、看護ゼミナールを終えたアントロポゾフィー看護師達は、クリニックやシュタイナ
ー教育を行っている学校などで、アントロポゾフィーの医師やアントロポゾフィーに基づく
療法士（オイリュトミー、絵画、音楽等）と協働しながらアントロポゾフィー看護を提供
しています。 

アントロポゾフィー看護は、病院や施設といった特定の場所に限らず、より広くその知
識・考え・技術を提供できる可能性があります。今後も、多くの優秀なアントロポゾフィ
ー看護師を輩出し、専門分野におけるアントロポゾフィー看護スペシャリストの育成、そ
して、養護や介護等の分野において、アントロポゾフィー看護の考え方を実践できる人材



の育成も視野に入れた活動を行なっていきたいと考えています。アントロポゾフィー看護
の国際会議において、日本の立場を確立し、アントロポゾフィー看護の世界的な発展に貢
献していきたいと思っています。また、アントロポゾフィー看護の知名度を上げ、社会的
な信用を得ることで、アントロポゾフィー看護の普及と発展を図り、その看護を通して
人々の健康と福祉に貢献できると考えます。 

 私達はアントロポゾフィー看護を身近なものとするために、これまで以上に学びの機
会を設けたいと思っています。より多くの看護職の方々にアントロポゾフィー看護の存在
を知っていただき、より質の高いアントロポゾフィー看護が日本にふさわしい形へと発展
し、日本に根付いていくことを目指しています。 

今回、法人として申請するに至った理由は、当会の活動と予算が拡大してきていること
で、法人として会員から会費や受講料を預かり、継続的な活動を行っていく体制が必要だ
と考えたからです。次世代に続く活動を続けていくために、法人化することは会の存続や
運営にとって有利であると考えています。また、アントロポゾフィー看護師としての社会
的な立場を明確にし、活動の幅を広げていくためには、法人格を取得することで、より対
外的な信用が得られると考えています。 

法人として、法的にも責任ある主体となることによって、公平で公益性のある活動を拡
大し、社会に貢献していきたいと考えています。 

                                                    

２ 申請に至るまでの経過 

2008 年  4 月 アントロポゾフィー看護を学ぶ看護職の会 発足                              
2009 年  9 月 第 1回国際アントロポゾフィー看護ゼミナール開催                        
2014 年  4 月 第 2回国際アントロポゾフィー看護ゼミナール開始                         
2015 年  9 月 アントロポゾフィー看護国際会議（ICANA）のメンバーとなる                  
2018 年 10 月 第 3回国際アントロポゾフィー看護ゼミナール開始                       
2019 年 12 月 第 13 回総会にて法人化を意思決定し、法人化ワーキンググループを結成 
2020 年  9 月 法人化についての会員ミーティングを実施                                           
2020 年 11 月 具体的な定款の提案を、会員に提示し、意見を集める                  
2020 年 12 月 設立総会開催        
 

2020 年 12 月 13 日 
一般社団法人 日本アントロポゾフィー看護協会 
設立代表者  久保 さえり 

         


